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３
月
７
日
（
日
）
、
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ

さ
い
で
ん
で
「
中
国
帰
国
者
と
の
交
流

会
」が
開
催
さ
れ
、
２７
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
規
模
を
例
年
の

半
分
以
下
に
縮
小
し
て
開
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
、
２
０
０
７
年
４
月
１１
日
に

「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
」
が
プ

ラ
ザ
さ
い
で
ん
で
開
催
さ
れ
た
の
が
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
同
年
の

９
月
２９
日
（
土
）
に
「
お
月
見
と
音
楽

の
夕
べ
」
と
題
し
て
行
い
、
２
０
０
８
年

か
ら
「
中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
ま
し
た
。

棒
術
も
や
っ
て
い
ま
す
！ 

青
木
正
美 

表
町
の
さ
ん
か
く
岡
山
で
毎
週
水

曜
日
18
時
か
ら
開
催
し
て
い
る
太
極

拳
講
習
会
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
は
、
「
五
禽
戯
」
で
身
体
を
ほ

ぐ
し
ま
す
。
虎
・
鹿
・
熊
・
猿
・
鳥
の
動

き
を
真
似
た
ユ
ニ
ー
ク
な
気
功
体
操
で

す
。 そ

し
て
前
半
は
、
簡
化
24
式
太
極

拳
。
中
国
の
朝
の
公
園
で
よ
く
見
か
け

る
太
極
拳
で
す
。
基
本
的
な
チ
ェ
ッ
ク

事
項
を
み
ん
な
で
確
認
し
て
い
ま
す
。 

後
半
は
、
「
棍
の
型
」
。
太
極
拳
の
よ

う
に
ゆ
っ
た
り
、
や
さ
し
い
棒
術
で

す
。
モ
ッ
プ
の
柄
く
ら
い
の
棒
を
扱
う

は
、
日
本
か
ら
マ
ス
ク
を
送
り
、
日
本

が
拡
大
し
た
と
き
は
、
中
国
か
ら
マ
ス

ク
が
届
い
た
」
と
民
間
レ
ベ
ル
で
相
互
に

助
け
合
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。 

 

青
木
さ
ん
、
小
川
さ
ん
の
太
極
拳
の

表
演
は
、
素
晴
ら
し
い
と
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
小
川
さ
ん
の
感
想
文
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

 

中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
に

行
っ
て
き
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
随
分
規
模
縮
小
さ

れ
て
い
た
け
れ
ど
、
去
年
な
か
っ
た
も

の
が
、
今
年
は
あ
る
の
で
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
。 

 
せ
っ
か
く
少
人
数
だ
っ
た
の
で
、
中
国

語
で
話
し
か
け
て
み
た
。
私
の
中
国
語

が
通
じ
た
か
ど
う
か
は
…
…
あ
や
し

い
。
交
流
会
が
た
っ
た
一
時
間
し
か
な

か
っ
た
か
ら
、
話
す
チ
ャ
ン
ス
も
そ
う
は

な
か
っ
た
。
も
っ
と
交
流
し
た
か
っ
た

な
、
と
思
う
。 

 

太
極
拳
は
扇
と
陳
式
の
表
演
を
し

た
。
私
は
扇
を
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
中
国
の

音
楽
を
使
っ
た
。
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
？ 

小
川
涼
子 

の
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
も
と

れ
て
安
心
で
す
。
や
さ
し
い
動
き
の
中

に
武
術
の
極
意
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
時

代
劇
の
主
役
の
気
分
に
な
っ
た
り
も
し

ま
す
。 

４
月
か
ら
の
第
95
期
講
習
会
も
棒

術
「
棍
の
型
」
を
続
け
ま
す
。
全
く
の

初
心
者
で
も
楽
し
く
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
さ
ん
か
く
岡
山
の
会
議
室

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
見
学
は
い

つ
で
も
無
料
、
大
歓
迎
で
す
。 

 

京
山
公
民
館
で
毎
月
第
２
日
曜
日

10
：
00
～
12
：
00
に
開
催
し
て
い
る
、

陳
式
簡
化
太
極
拳
の
特
別
練
習
会
も

興
味
の
あ
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
も
開
催
予
定
で
参
加

費
は
５
０
０
円
で
す
。 

 

今
回
で
１３
回
目
で
す
。
２
０
１
７
年
度

か
ら
９
月
の
開
催
が
、
諸
行
事
の
関
係

で
３
月
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

 
日
中
友
好
の
一
助
に
！ 

 

当
初
は
、
日
中
岡
山
支
部
が
中
国

帰
国
者
支
援
の
目
的
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
、
プ
ラ
ザ
さ
い
で
ん
が

主
催
し
て
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
の
目
的
は
「
中
国
帰
国
者
と
地
域
の

人
々
が
、
食
と
音
楽
を
通
し
て
交
流

を
重
ね
る
中
で
、
相
互
理
解
が
広
が

り
、
日
中
友
好
の
一
助
に
な
る
。
」
こ

と
で
す
。 

 

今
年
も
「
日
本
と
中
国
の
伝
統
文
化

の
競
演
」
を
テ
ー
マ
に
開
き

ま
し
た
。
当
日
の
内
容
は
、

２
ペ
ー
ジ
の
資
料
（
１
）
通
り

で
す
。 

 

日
中
岡
山
支
部
か
ら
は
、

４
人
の
理
事
（小
林
・
曽
田
・

青
木
・
小
川
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
、
中
国
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
マ
ス
ク
を
し
て

次
の
よ
う
に
挨
拶
を
し
ま

し
た
。 

「中
国
が
感
染
拡
大
の
と
き

2535 

 

 

 
中
国
帰
国
者
と
の
交
流
会
（そ
の
１
） 

—

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
— 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
３１
日
（水
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

真田 

坪井 

資料（一） 

中国帰国者との交流会 
令和３年３月７日（日） 

１３：３０～１４：３０ 

 

１ 開会挨拶 

福祉プラザさいでん館長 西森 美加 

日中友好協会岡山支部事務局長 小林 軍治 

２ 大正琴 

「川の流れのように」 

「上を向いて歩こう」 

３ 太極拳演舞 

日中友好協会岡山支部 

４ 日本語教室の発表 

益田桜子 今岡愛子 

５ 日本舞踊 

「武田節」 

「お座敷小唄」 

６ 閉会挨拶 

福祉プラザさいでん運営協議会フック会長 

原富美子 

 

中国帰国者問題写真と資料展 
 今年も福祉援護課の協力のもと、岡山市役所ロビーで「中国帰国者問題」写

真と資料展を開催します。２００８年４月に第１回目を開催し、今年で１３回目と

なります。（昨年は、コロナ禍で中止） 

 凍てつく大地に取り残され、苦難の人生を歩んできた残留日本人孤児

及び残留婦人とその家族。祖国日本へ帰国が始まって約４０年、いま彼

らはどのように暮らしているのか。 

 今回は、「中国残留日本人孤児及び残留婦人」の歴史と「中国帰国者の

介護問題」などの写真と資料を中心に展示します。 

また中国残留邦人支援法が改正されて１３年が経過した「いま」の中国

帰国者の実情を伝えることが出来ればと思って企画しました。皆様多数

のご観覧をお願いいたします。 

と き：４月１６日（金）～２０日（火） 

じかん：４月１６日（金）１０：００～１７：００ 

１７日（土）・１８日（日）は休みです。 

１９日（月）９：００～１７：００ 

２０日（火）９：００～１６：００ 

ところ：岡山市役所１階ロビー 

【展示内容】 

●中国帰国者問題の歴史と現状 

①龍爪開拓団のあゆみ 

②深刻な中国帰国者の介護問題 

③中国帰国者の日本語教室の現状 

④中国帰国者との交流会 

⑤日中文化活動の取り組み 

 

主催：日中友好協会岡山支部 

連絡先：日中友好協会岡山支部事務局長 小林軍治 

TEL/FAX086-277-2470 携帯 090-8240-2001 

 

い
じ
め
ら
れ
た
。
今
で
も
桂
子
さ
ん
が

頼
り
だ
。
だ
か
ら
、
会
社
を
退
職
し
て

20
年
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
無
口
だ
。
介

護
施
設
に
行
っ
た
が
う
ま
く
な
じ
め
な

か
っ
た
。
「
三
和
之
家
」
に
来
て
、
宮
島

満
子
さ
ん
か
ら
少
し
ず
つ
日
本
語
を

教
え
て
も
ら
っ
て
変
化
が
現
れ
た
。
満

子
さ
ん
と
出
会
っ
て
、
「
三
和
之
家
」
で

「
北
国
の
春
」
を
歌
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
後
、
「
三
和
之
家
」
の
介
護

希
望
者
は
減
っ
た
。
田
山
華
栄
さ
ん

は
、
日
本
政
策
金
融
金
庫
に
融
資
を

頼
ん
だ
が
、
１
～
３
月
期
の
収
入
の
半

分
で
な
け
れ
ば
融
資
で
き
な
い
と
断
ら

れ
た
。
国
の
支
援
制
度
も
ダ
メ
で
あ
っ

た
。 ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
募
金

目
標
１
０
０
万
円
の
う
ち
、
84
万
円
が

実
現
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
８
月
に
「
介

護
の
多
文
化
共
生
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ケ
ア
マ
ネ
や
介
護

福
祉
士
か
ら
支
援
を
え
て
９
月
か
ら

５
人
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
だ
が
、
15

人
前
後
の
介
護
希
望
者
が
な
け
れ
ば

経
営
は
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
。 

中
国
残
留
邦
人
の
「
高
齢
化
と
介

護
」
問
題
は
緊
喫
の
問
題
で
あ
る
。
日

本
人
対
象
の
介
護
施
設
で
は
、
言
葉

や
文
化
の
違
い
で
「
孤
独
化
」
す
る
。
中

国
残
留
邦
人
が
日
本
で
安
心
し
て
老

後
が
送
れ
る
に
は
、
こ
う
し
た
「
三
和

の
家
」
の
よ
う
な
介
護
施
設
が
日
本
各

地
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
「
三
和
の

家
、
加
油
（か
ん
ば
れ
！
）」 

 

日
中
お
か
や
ま 

投
稿
原
稿 

 

「三
和
の
家
」（
そ
の
２
） 

青
木
康
嘉 

 

阪
神
電
鉄
の
尼
崎
駅
前
に
三
和
商

店
街
が
あ
る
。
そ
の
商
店
街
の
中
に
２

０
２
０
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
三
和

の
家
」
が
あ
る
。
中
国
残
留
孤
児
や
そ

の
家
族
、
そ
の
２
世
な
ど
が
利
用
す
る

介
護
福
祉
施
設
で
あ
る
。 

「
三
和
之
家
」
に
通
う
２
人
の
中
国
残

留
邦
人
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
１
人
、

尼
崎
市
に
住
む
宮
島
満
子
さ
ん
（
85

歳
）は
前
号
で
紹
介
し
た
。 

 

も
う
１
人
昌
谷
範
茂
（
81
歳
）
さ
ん

は
、
３
月
か
ら
週
２
回
通
っ
て
い
る
。
奥

さ
ん
は
中
国
人
で
昌
谷
桂
子
（
74
歳
）

で
あ
る
。
範
茂
さ
ん
は
、
帰
国
し
て
40

年
余
り
前
に
な
る
が
日
本
語
は
う
ま

く
な
い
。
「
三
和
之
家
」
に
来
て
も
、
一

人
で
パ
ズ
ル
を
し
た
り
、
ベ
ッ
ト
で
寝
て

ば
か
り
い
る
。
桂
子
さ
ん
は
日
本
語
が

流
暢
で
あ
る
。
範
茂
さ
ん
は
、
２
歳
の

時
「旧
満
州
」
に
来
て
、
戦
後
の
混
乱
で

母
親
は
範
茂
さ
ん
を
中
国
人
の
養
子

に
出
し
た
。
桂
子
さ
ん
と
は
23
歳
の

時
結
婚
し
た
。 

日
中
国
交
回
復
後
も
中
国
に
と
ど

ま
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
日
本
へ
行
け
ば

血
友
病
だ
っ
た
長
男
に
よ
り
良
い
治
療

が
で
き
る
と
聞
い
て
37
歳
の
時
帰
国

し
た
。
６
か
月
間
日
本
語
を
勉
強
し
た

が
、
挫
折
し
た
。
職
場
に
人
間
関
係
に

苦
労
し
た
。
「
中
国
へ
帰
れ
」
と
職
場
で


